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「9月めざす手段として、 政府の教育再生会議は

を提言した。 どう考えるべきか。

大学の9月入学

」

旦
本
の
大
学と
大
学
院
は 、
世

界
の
トッ

プ
に
立
つべ
き
だ 。
私

は
高
等
教
育
を
テコ
入
れ
す
る一 ・

環と
し
て 、
「
9

月
入
学
の
大
幅

促
進」
を
主
張し
て
き
た 。

現に 、
私も
参
加し
て
い
る
政

府
の
教
育
再
生
会
職
が 、
6

月
に

ま
と
め
た
第
2

次
報
告
の
中
で

「
大
幅
促
進」
を
提
言し
た 。
こ

れ
を
受け
て 、
肝
年
の

改革指
針

を一ホ
す
「
骨
太
の
方
針」
に
「4

月
入
学
の
原
則を
弾
力
伯」
「
全

国立
大
で
9

月
入
学
枠
の
般
定を

実
現」
な
ど
の
文
書
が
盛
り
込
ま

れ
た 。
方
針
が
閣
議
決
定さ
れ
た

こ
と
の
意
味
は
非
常に
大
き
い 。

9
月
入
学に
受
付
さ
せ
る
第一

の
目
的は 、
高
等
教育
の
グロ
ー

バ
ル
化
だ 。
世
界
の
大
学は
南
半

みねお

嶺雄さん中嶋
国際教養大学長

球
を
除
くと 、
大
半
が
秋
に
入
学

さ
せ
る 。
日
本
もこ
の
国
際
槙
準

に
あ
わ
せ
れ
ば 、
留
学
生
や
研
兜

者を
送っ
た
り 、
受け
入
れ
た
り

す
る
のに
ム
ダ
が
な
くな
り 、
世

界と
の
交
流
が
劇
的
に
増え
る 。

私
が
学
長を
務め
る
国
際
教養

大（
秋
田
市）
で
も
九
人
の
留
学

36年生まれ。 国際社

会学者。 東京外国語大
学長などをへて、04年

から現職。 政府の教育

再生会議メンパー。

、、、、、生
の
う
ち
的
人
が
9

月
に
入
学し

メ
リッ
ト

を
実
感し
て
い
る 。

私
が
狙
う
のは 、
入
学
時
期
の

変
更を
突
破
口に
し
た
大
学
改
革

だ 。
た
と
え
ば 、
9

月
入
学を
綿

入
す
る
に
は 、
1

年簡を
半
期ご

と
に
完
結
さ
せ
る
「
セ
メ
ス
タ
l

制（
春
秋2
学
期
制）
」
を
探る

＼ 

必
要
が
あ
る 。
世
界
の主
要
大
学

のよ
う
に 、
学
生
の
学
力
を
「G

P
A」
（
評
定
平均
値）
と
い
う

評
価
法
で
半
期ご
と
に
点
検で
き

れ
ば 、
レ
ジ
ャ
ー

ラン
ド

化
を
終

わ
ら
せ
る
きっ
か
け
に
も
な
る 。

ま
た 、
世
界
の
大
学と
単
位
交

換
が
で
き
る
よ
う 、
カ
リ
キュ
ラ

ム
を
国

際槙準
に
あ
わ
せ
な
くて

は
な
ら
な
い 。
各
大
学が
世
界か

ら
教
員を
公
募し
て 、
英
語に
よ

る
授
業を
増
や
す
だ
ろ
う
し 、
日

本に
留
学
生
を
招
く
制
度も 、
も

っ
と
便利
に
改
醤
する
だ
ろ
う 。

大
学
が
世
界
の
多
様
な
若
者を

入
れ
れ
ば 、
刺
激と

競争が
生
ま

れ 、
質は
高
ま
る 。
世
界2
位
の

経
済
大
固
な
のに 、
ア
ジ
ア
の
優

秀
な
学
生
や
研
究
者
が
紫
通
り

し 、
欧
米に
行っ
て
し
ま
う
現
状

を
変え
よ
う
で
は
な
い
か 。

9
月
入
学シ
フ
ト

の
第二
の
目

的は 、
高
校
事
業か
ら
大
学
入
学

ま
で
の
「
猶
予
期
間」
を
活
用し

て
も
ら
うこ
と
だ 。
イ
ギ
リス
に

は
「
ギャ
ッ

プ
イ
ヤ
l」

と
い
う

制
度
が
あ
り 、
大
学
入
学を
決
め

た
学
生
が
猶
予
を
希
望
すれ
ば 、

翌
年
秋
ま
で
の1
年
余り
を
与え

ら
れ 、
奉
仕
活動
や
海
外
体
験
な

ど
に
活
用で
き
る 。

教育
再
生
会
識
は 、
9

月
ま
で

国
際
標
準
は
改
革
の
突
破
口

の
半
年
聞を
イ
ギ
リス
の
学
生
た

ち
のよ
う
に
生
か
し
て
も
ら
お
う

と 、
「
日
本
版
ギ
ャ
ッ

プ
イ
ヤ

！」
を
提
言し
た 。
日
本で
は
ま

だ 、
イ
ギ
リス
のよ
う
に
大
学 、

高
校 、
ボ
ラン
テ
ィ

ア
団
体な
ど

の
態
勢は
で
き
て
い
な
い
が 、
す

べ
て
整
う
のを
待っ
て
い
て
は
改

革
が
後
手に
回る 。
走
り
な
が
ら

態
勢を
つ
くれ
ば
い
い
し 、
猶
予

期聞を
自
主
的に

有効活
用で
き

な
い
よ
う
な
若
者は 、
大
学で
学

ぶ
資
格
が
な
い
と
さえ
思
う 。

現在で
も
認め
ら
れ
る
中
途
半

端な
9

月
入
学を
見て
「
効
果
が

小
さ
い」
な
ど
と 、
後ろ
向き
の

議
論を
し
て
い
て
は
ダメ 。
ま
ず

大
学院を
9

月
入
学へ
と
導
き 、

そ
の次
に 、
大
学
の
半
数を
誘
お

う
で
は
な
い
か 。
こ
ぞっ
て
国
際

標
準に
転
換
すれ
ば 、
世
間
の
考

え
方も
変
わっ
て
くる 。

幸い 、
世
界を
市場と
する
企

業は 、
通
年
探
用を
盤
大
し
始
め

た 。
春
入
学・
春
卒
業
で
な
い

と 、
就
職
活動
に
乗
り遅
れ
る
と

い
う
心
配も
滅
る
だ
ろ
う 。

9
月
入
学へ
受付
する
大
学に

は 、
資
金
的な
支
援が
必
要
だ 。

教
育
再
生
会
議
も
政
府に
強く
働

き
か
貯
る 。
大
胆な
改
革に
は 、

抵
抗とコ
ス
ト

が
付き
物 。
で
も

そ
のハ
ー
ド

ル
を
乗
り
越え
な
い

と 、
日
本
の
高
等
教
育は
世
界に

取
り
残さ
れ
る 。

（
聞
き
手・
山
本崎
美）
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